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オマーンオフィオライト北部の海嶺期珪長質岩類の産状と岩石化学的特徴
Occurrence and petrology of the axis stage felsic rocks in the northern Oman ophiolite
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海嶺は，岩石圏と水圏との境界，すなわちマグマと熱水との境界で，熱交換と物質の交換が行われる重要な領域であ
る (Gillis and Coogan, 2002)．オフィオライト中の上部斑れい岩の特徴は，部分的に同化された玄武岩質捕獲岩を含む独
立した岩体や細脈状岩体などの様々な産状を示す珪長質岩体が存在することである．これらの珪長質岩は，閃緑岩・石
英閃緑岩・トーナル岩・トロニエム岩などの斜長石に富む岩相を呈することから斜長花崗岩と総称されており (Coleman
and Peterman, 1975)，玄武岩質岩の部分溶融作用，玄武岩質マグマの極端な分別結晶作用，あるいはそれらの組合わせな
どの様々な成因が考えられている (Pedersen and Malpas, 1984).
　 Lippard et al. (1986)は，オマーンオフィオライト中の珪長質岩類を，上部斑れい岩類に伴われる海嶺期のもの，オ

フィオライト層序を非調和に貫く後期火成岩類に伴われるもの (衝上開始期)，オフィオライト層序の下部のみに貫入す
る花崗岩質小貫入岩類の 3種類に区分した．また Rollinson (2009)も同様の区分を採用し，これらの 3区分の岩石の代表
例の検討からその成因を議論した．これらのうちの海嶺期の珪長質岩は，海嶺における熱交換と物質交換の証拠を示す
化石として重要な意味を持つ．本報告では，オマーンオフィオライト北部の海嶺期の珪長質岩について，産状・記載岩
石学的特徴・岩石化学的特徴を述べ，それらの成因について議論する．
　海嶺期の珪長質岩は，シート状岩脈群最下部と上部斑れい岩との境界付近に貫入することが特徴である．今回検討

したのは，Rollinson (2009)が報告したワジ・ラジミ本流のシート状岩脈群基底部，ラセイル岩体東縁およびワジ・バル
ガーのシート状岩脈群基底部と思われる部分，およびワジ・キャビアットのシート状岩脈群基底部付近，などに産出す
る珪長質岩類である．ワジ・ラジミ本流では，シート状岩脈群から上部斑れい岩への変化を連続的に追跡することがで
き，シート状岩脈群基底部には様々な産状の石英閃緑岩細脈が認められる．また，シート状岩脈群基底部直下の上部斑れ
い岩中には，シート状岩脈起源と考えられる径 10 m以下のブロックが多数包有されており，ブロック中には石英閃緑岩
細脈がしばしば貫入している．ラセイル岩体東縁およびワジ・バルガーのシート状岩脈には，上部斑れい岩およびそれ
に伴われる石英閃緑岩が貫入しており，シート状岩脈中には石英閃緑岩細脈が貫入していることから，シート状岩脈群
の基底部付近が露出していると考えられる．ワジ・キャビアットでは，ドレライト岩脈に貫かれる石英閃緑岩～トーナ
ル岩の岩体とシート状岩脈群とがくり返して産出し，両者の直接の関係は確認できないが，シート状岩脈の一部にはワ
ジ・ラジミのものと同様の石英閃緑岩細脈が認められる．これらの石英閃緑岩細脈は，しばしば連続性の悪いポケット
状あるいはパッチ状となり，また母岩であるシート状岩脈は部分的に細粒のホルンブレンドホルンフェルス～輝石ホル
ンフェルスに変化している．この様な産状は，Gillis and Coogan(2002)がキプロスのオフィオライトから報告したものと
同様であり，海嶺軸マグマ溜り天井部でのシート状岩脈の部分溶融現象を示していると考えられる．
　 Gillis and Coogan(2002)は，キプロスのオフィオライト中の海嶺軸マグマ溜りの天井部での部分溶融作用を検討し，

シート状岩脈起源のホルンフェルスが非平衡に部分溶融するモデルで成因を説明した．部分溶融が非平衡で起こる場合，
溶融に関与する鉱物と液相との微量元素の分配がほとんど 1になることが知られている (Bea, 1996など)．したがって，
非平衡溶融作用が起こる場合，部分溶融液相中の液相濃集元素濃度はそれほど高くならないことになる．今回検討したオ
マーンオフィオライト中のシート状岩脈群基底部の石英閃緑岩細脈には，シート状岩脈が部分溶融した時に期待される
液相濃集元素濃度よりも，著しく低い液相濃集元素濃度を示すものが多い．この矛盾は，非平衡溶融作用を仮定するこ
とによって説明可能となる．以上のことから，海嶺軸マグマ溜りの天井部でのシート状岩脈の部分溶融においては，非
平衡溶融作用が重要な役割を果たした可能性が指摘できる．
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